
尾道市立因北小学校

改善計画

7月 1月

道
徳

自尊感情（自分にはよ
いところがある）に関
わって，児童の肯定的
評価が80％以上とす
る。

①学年・学級ごとに，各
種行事に関わって取組を
行う。
②日常的に，児童に対し
て肯定的な評価を行う。

①全国学力調査，
「基礎・基本」調査
において，自尊感情
の項目で肯定的評価
が80％以上とす
る。
②学期末アンケート
において，自尊感情
の項目で肯定的評価
が80％以上とす
る。

100%

学期末
アン

ケート
81.2％

102% Ａ

◎道徳性を育成する取組を行うことができた。
◎肯定的な声かけを進んで行うことができた。
　学期末アンケート　81.2％【目標値80％】

●学期末アンケートで，自尊感情が特定の学年で低
かった。
　６学年　66.7％　　５学年　74.0％
●「自分のよさが，まわりの人から認められている
と思う」の項目で，肯定的評価の割合が低かった。
　学期末アンケート　69.4％
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・学期末アンケートで評価をしているが，その項目の内容が気に
なった。
・保護者・地域へ出している道徳だより「ほっこりハート」の反
響が気になった。児童同士のことも掲載できるとよい。
・自尊感情が高まってくると，興味を持ったことにも取り組める
のではないか。そのためにも，一つでも児童が得意だと言えるも
のを作ってやる必要がある。

・全校朝会や各種通信などで，折に触れて児童のがんばり
を認めるようにする。
・児童それぞれのよさを認め合うことを，教職員・地域・
保護者・児童同士が行っていけるように取組を進める。
・道徳だより「ほっこりハート」で，授業で使用したワー
クシートから児童の反応を紹介するなど，児童目線のこと
も掲載するようにする。

生
徒
指
導

３つの宝（あいさつ・
掃除・はきもの）に関
わって，児童・保護者
の肯定的評価が80％
以上とする。

①３つの宝に関わって，
「○○のプロ」の取組を
実施する。
②取組について，児童に
対して肯定的評価を行
う。
③生徒指導だより等を通
して，保護者に成果を発
信する。

３つの宝（あいさ
つ・掃除・はきも
の）に関わって，児
童・保護者の肯定的
評価が80％以上と
する。

100%

児童
86％

保護者
46.4％

児童
108
％

保護
者

58％

Ｂ

◎「はきものをそろえている」
児童アンケート
肯定的評価　86％　前年度同時期83.9％
◎「児童ははきものそろえをしている」
保護者アンケート
肯定的評価　46.4％　前年度同時期48.6％
◎「児童は「はきものそろえ」ができているか」
職員アンケート
肯定的評価　83.3％（7月末）　前年度同時期
57.1％
●学校での取組を保護者に知らせるとともに，学校
だけではなく家や公共の場でもはきものをそろえる
ことができるように指導していく。
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・児童評価と保護者評価に差がありすぎる。家庭ではできていない。家庭
との連携が必要である。
・親の協力がもっと必要である。
・学校の内と外とで同じレベルになれるよう習慣化できるまで取り組む。

・アンケート結果や学校での取組を生徒指導便りなどを通して，家
庭に伝える事ができるようにする。
・1回の取組で終わるにではなく，習慣化できるまで細かく声かけ
をしていく。

　

m 改善案l コメント

k 二次評価

d 目標達成のための方策

a 　ビジョン

（１）将来に向けて，夢と志をもてる児童を育てる。そのために，基礎的な学力・体力・道徳性
を身に付けさせる。
（２）児童の自尊感情を高め，自分も人も認めることができる人間に育てる。
（３）保護者・地域から信頼される学校になる。

・多くの児童は，教科書に関する内容の８０％が理解できている
かと思うが，十分に理解していない児童に対し反復練習・個別指
導・夏の補充などを充実させてくれているのはありがたい。一方
で，先生が児童と接する時間が減ってしまうのは気になるところ
である。
・全国的なものなのかもしれないが，学力の学年差があるのは気
になるところではある。
・学校だけの取組ではなく，家庭や地域も協力をして児童の学力
を向上させるような取組が必要である。例えば，土日の休みで興
味をもったことはできるのではないか。

・火・木・金の学力補充と個別指導を丁寧に行う。
・家庭学習の出し方を工夫することで，より一層の学力定
着を図る。
・学年の学力差の原因を分析するとともに，発達段階に応
じて有効な指導の手立てを工夫する。
・教務部と連携しながら，「学びの変革」を意識した授業
改善を行い，更なる学力向上に取り組む。

心
づ
く
り

①「新体力テスト」９６
項目（全学年男女別）の
うち，８０％＝７７項目
で県平均以上とする。
②各学級において給食完
食率を１００％とする。

「標準学力調査」２２項
目（１１学級×2教科）
中，１７項目で県平均以
上とする。

ロ ハ

体
づ
く
り

バランスのと
れた体力を身
に付け，自分
の体の健康を
自分で守ろう
とする児童を
育てる。

学
校
体
制

j 結果と課題の説明
i

評
価

f
目
標
値

g
達成
値

g
達成
値

85%

体つく
り70項

目

完食率
47％

学
力
づ
く
り

①新体力テストの結果を
分析し，課題を焦点化し
て取組を進める。（併せ
て指導者の研修を行
う。）
②取組目標について，各
学級担任が到達状況を評
価する。

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

h
達
成
度

◎学年主任会で学力の定着状況を確認した。
◎「学びの変革」に関わって，重点目標を定めて取
組を毎週進めた。
　学期末漢字テスト　　 74.3％【目標値80％】
　学期末テスト（知・理／技）　86.3％
　　　　　　　　　　　　　　【目標値80％】

●学期末漢字テストで，特定の学年で定着が甘かっ
た。
●「読み取り」「考え方」で，定着が甘かった。
　学期末読み取りテスト　 69.0％【目標値80％】
　学期末テスト（考）　　 71.0％【目標値80％】
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イ

Ｂ

◎学びの変革に向けた「重点目標」を部会で設定
し，取り組んだ。
◎学校評価アンケート
　主体的に学ぼうとしている児童が８０％を越えて
きた。
◎毎週金曜日に学年主任会（相担者会）を設定し，
取組の方向性や進捗状況・課題等について話し合
い，改善を図りながら進めることができた。
◎取組目標について８０％以上達成していると見
取った教員の割合（85％）
●教師がしゃべりすぎない授業に，課題が残る。
●家庭学習の質的量的な向上をめざす。
●自分から進んで学習したり，調べたりしている児
童が７５.９％であった。（目標値まで－５％）

因北小 平成２９年度学校評価表「因北小学校みらいプラン」

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

夢と志を育む因北小教育の創造

（１）スクールミッション
・組織力のさらなる向上と小中連携の充実による学校経営改革の推進
・道徳教育を基盤とした主体的・対話的で深い学びの在り方の研究と発信
（３）児童の学力・体力を，県平均レベルにする。
（４）新しい学力観に基づいた道徳について研究を進め，還元する。

・継続して給食もりもり週間を実施する。ねらい，取組を
共通認識に立って指導することで内容の充実を図る。
・各種便り等で取組について発信する中で，家庭での協力
も求めていく。
・栄養士からの指導は，今年度中に全学年で実施の予定。
その中で給食調理員の思いや願いも盛り込む。

・教職員が意識統一しながら，日々の授業改善に向けた具
体的な取組を行う。
・児童が友達と協働して，主体的に学ぶ姿を保護者と共有
していけるよう，参観日やお便り，HP等を通じて，発信し
ていく。
・一人一単元の単元開発に向けた指導案作成及び，実践を
通して，授業改善を進める。

・給食もりもり週間を継続した取組とし，実のある内容にして欲
しい。
・食べ物の好き嫌いをなくする取組は良いことで，家庭にも協力
して欲しい。
・給食調理員さんのお話も聞くことができたらいい。

・「新しい学力観」の重要性・必要性が叫ばれる中，因北小学校
でも主体的な学習に向けた取組がなされている。自から進んで学
習する習慣の定着を図ることが大切である。
・保護者を巻き込みながら，新しい学力観である「学びの変革」
を進めてほしい。

85%

Ｃ 3

◎９６項目中，７０項目（目標値７７項目）で県平
均値を上回った。（目標値-7項目）
◎上体起こし（全学年），握力（男子全学年），
シャトルラン（女子全学年）で県平均値を上回っ
た。
●男子のボール投げの値が6学年の内4学年が下回っ
ている。
●女子の反復横とびの値が半分の学年が下回ってい
る。

◎給食もりもり週間の取組を行った。（完食率
47%)
◎児童の給食・食に対する意識が高まってきた。

①「新体力テスト」
９６項目（全学年男
女別）のうち，８
０％＝７７項目で県
平均以上
②各学級において給
食完食率１００％
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100%

100%

　「校内の方針を達
成しようとしてい
る」と回答する教職
員の割合100％

体つ
くり
91%

完食
率

47%

e 評価指標

100%

「標準学力調査」２
２項目（１１学級×
2教科）中，１７項
目で県平均以上とす
る。

児童が自己を
見つめ，人間
としての生き
方を考えると
共に，自尊感
情を高められ
るようにす
る。

週一回の学年主任会で学
力の定着状況を確認し，
手立てを講じる。

すべての学年
に，県平均レ
ベルの学力を
身に付けさせ
る。

b 中期経営目標
（平成29・30年度）

児
童
に
、

広
島
県
平
均
以
上
の
力
を
付
け
る
。

c 短期経営目標
（平成29年度）

学
校
全
体
の
決
め
ご
と
を
必
ず
守
り
、

児
童
に
、
お
お
む
ね
県
ま
た
は
全
国
平
均
レ
ベ
ル
の
力
を
付
け
る
。

学校として取
り組む方針や
研究体制につ
いて，統一
感・一体感の
ある学校組織
を作る。

教職員意識調査で，「校
内の方針を達成しようと
している」と回答する教
職員の割合を，100％と
する。

①取組目標について，学
年主任が達成状況を評価
する。

様式1


